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 防
災
の
視
点
か
ら
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
を 

 
 
 
  -

災
害
図
上
訓
練
DIG
の
ご
紹
介-

 

  

最
近
は
異
常
気
象
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す

ね
。
昨
年
は
熊
本
県
の
地
震
災
害
、
道
内
で
も
南

富
良
野
町
台
風
災
害
な
ど
、
災
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。 

 

自
ら
を
守
り
（
自
助
）、
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

る
（
共
助
）
こ
と
を
考
え
る
中
で
、
災
害
に
対
す

る
備
え
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 
本
会
で
は
、
地
域
の
地
図
を
囲
み
、
参
加
者
が

会
話
を
し
な
が
ら
避
難
場
所
や
危
険
箇
所
の
書
き

込
み
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
方
々

の
安
否
確
認
や
被
害
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て

考
え
る
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ 

デ
ィ
グ
）
の

講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
図
は
市
の
危
機

管
理
対
策
室
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
た
必
要
物
品

も
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。
町
内
会
等
地
域
で
の
災

害
訓
練
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

詳
し
く
は
総
務
地
域
課
ま
で 

 

 

今
年
も
登
録
団
体
・
個
人
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
は
雪
が
少
な
い
年
と
な
り
、
例
年
よ
り
依
頼
・

派
遣
数
も
少
な
く
経
過
し
ま
し
た
。（
派
遣 

１
団

体
・
３
件
） 

美
唄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
相
談
・
調
整
、
ま
た
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
除
雪
」
を
通
じ
て
支

え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
し
ま
し
た
！ 

  

 

但野三興さん実施の様子 

 

 

よ
う
こ
そ
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
！ 

小
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て 

福
祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た 

 

 

                                                                 
 

    
 

 
  

社
会
福
祉
法
人
「
美
唄
市
社
会
福
祉
協
議
会
」

は
、
昭
和
２
６
年
設
立
以
来
６
５
年
の
歴
史
と
伝

統
を
も
っ
て
、
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
通
り
で

す
。
今
年
度
よ
り
会
長
副
会
長
は
じ
め
、
新
事
務

局
長
中
心
に
職
員
体
制
を
一
新
し
、
本
会
の
使
命

で
あ
る
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
、
高
齢
者
福
祉
や

障
が
い
者
福
祉
等
１
８
に
及
ぶ
広
範
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

と
り
わ
け
、
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
等
の
介
護

保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
験
豊
か
な
職
員
と
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
懸
案
の
経
営
収
支
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
諸

制
度
の
活
用
や
働
き
方
態
様
の
工
夫
等
、
全
職
員

の
知
恵
と
意
欲
で
着
実
に
健
全
化
に
向
か
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
市
民
の
皆
さ
ん
！
様
々
な
事
情
で
暮
ら

し
に
お
困
り
の
本
人
や
家
族
の
方
、
気
軽
に
相
談

に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
私
達
に
も
手
伝
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
是
非
、
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
美
唄

社
協
は
市
民
が
会
員
・
運
営
は
市
民
な
の
で
す
。 

 

い
つ
で
も
、
ど
ん
な
事
で
も
、
職
員
ス
タ
ッ
フ
が

や
さ
し
く
笑
顔
で
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

会長 黒宮 健治 

生
徒
達
は
手
話
・
点
字
・
高
齢
者
の
分
野
で
学
習
、
講
師
は
市
内
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
様(

美
唄
ろ
う
あ
協
会
・
美
唄
手
話
の
会
・
び
ば
い
点
訳
の
会
・
ペ
ッ

カ
ー
ズ
ク
ラ
ブ)

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

 

 

 

授業の様子 
 

聴覚障がい者についての学習では、聴覚障がい

についての講義と簡単な手話を覚えました。 

 

 

高齢者の学習では、車いすや高齢者模擬体験セット
を使用して、楽しみながら体験してもらいました。 

 

 

 

集中する生徒達 

(オリジナル名刺作成)  

館内の点字探索 

「何て書いてある？」  

  

視覚障がい者についての学習では、実際に点字を
打ったり、触ってみました！ 

 

初めて触る車いすに

興味津々 

上手に書けるかな？ 

(アイマスクでお絵描き) 

グループごとに点数を競うなど、遊びの要

素を取り入れ、楽しみながら学んでもらい

ました！ 

 
参加校： 東小学校 5年生         61 名 
     南美唄小学校 2～4 年生  27 名 

い
つ
で
も
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す 

 

 
手話は 

「目で見る」 

言葉です 
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ご寄 付 ありがとうございます 
-あなたの善意を地域福祉の充実に- 

11 月 26 日～3月 10 日 

寄付者 金額等(円) 備考 

土屋 勝重 様 50,000 円 
奥様のご逝去に際し

て 

国際ソロプチミスト

美唄 様 
10,000 円 

社会福祉事業に役立

ててください 

松田 清勝 様 10,000 円 
社会福祉事業に役立

ててください 

    
 

   

●
介
護
保
険 

当
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ご
自
宅
へ
訪

問
し
て
身
体
介
護
や
生
活
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
身
体
介
護
と
し
て
食
事
介
助
・
入
浴
・
排

泄
な
ど
介
助
、
生
活
援
助
と
し
て
調
理
・
洗
濯
・
掃

除
な
ど
援
助
い
た
し
ま
す
。 

●
居
宅
介
護 

障
が
い
者
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
身
体
介

護
・
家
事
援
助
・
移
動
を
行
い
ま
す
。 

身
体
介
護
と
し
て
通
院
介
助
・
見
守
り
・
入
浴
・

排
泄
等
の
介
助
を
行
い
ま
す
。 

 

家
事
援
助
と
し
て
、
調
理
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど
の

援
助
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

●
地
域
支
援
事
業 

移
動
支
援
と
し
て
、
買
い
物
同
行
・
外
出
・
映
画

鑑
賞
・
温
泉
で
の
入
浴
・
床
屋
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
に

同
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

●
同
行
援
護 

視
覚
障
が
い
者
の
方
に
も
外
出
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

※
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
場
合
は
行
政
の
決

定
が
必
要
で
す
。 

●
介
護
保
険
適
用
外 

昨
年
１
０
月
よ
り
、
お
ひ
と
り
で
の
通
院
が
出
来

な
い
方
な
ど
算
定
外
通
院
付
き
添
い
を
行
っ
て
お

り
ま
す(

１
時
間
１
６
０
０
円)

。
こ
ち
ら
は
、
行
政

の
決
定
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

・
お
問
い
合
わ
せ 

 

０
１
２
６-

６
３-
０
５
８
５(

担
当 

江
口
・
潟
沼) 

 
 

 

是
非
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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町内会やまちの話題、社協に関するご

意見や感想をお寄せください。 

美
唄
市
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内 

 

↗ 

食
事
の
内
容
は
、
利
用
さ
れ
る
方
に
合
わ
せ

る
こ
と
も
で
き
、
ご
は
ん
の
か
た
さ
や
、
塩
分
ひ

か
え
め
等
、
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

配
達
時
に
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
は
、
利
用
さ
れ

る
方
の
安
全
だ
け
で
な
く
、
遠
く
で
暮
ら
す
ご
家

族
の
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
創
設
か
ら
２
４
年
。
長
ら
く
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
も
変
わ
ら
ず
随

時
新
規
利
用
者
を
募
集
中
で
す
。 

 

新
規
申
込
み
は
美
唄
市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
６

２-

３
１
５
６
）
ま
で
。 

そ
の
他
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

さ
わ
や
か 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

近
年
、
高
齢
者
の
低
栄
養
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
厚
労
省
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
（
平

成
２
７
年
）
に
よ
る
と
、
６
５
歳
以
上
で
低
栄
養
の

傾
向
に
あ
る
方
の
割
合
は
１
６
．
７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
美
唄
市
で
は
６
５
歳
以
上
の
方
が
３

９
．
８
％
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
在
宅
生

活
や
在
宅
介
護
を
続
け
る
う
え
で
は
、
食
事
が
重
要

と
い
え
ま
す
。 

し
か
し
、
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
方
や
、
高
齢

ご
夫
婦
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
よ
う
な
際
に
活
用
で
き
る
制
度
の
ひ
と
つ

に
、「
美
唄
市
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
」（
美
唄
市
か
ら

の
委
託
事
業
）
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
６
５
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
方
で
心
身
の
状
況
に
よ
り
食
事
の

用
意
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
曜
日
に
夕
食
宅
配
を
行
う
と

と
も
に
利
用
す
る
方
の
安
否
確
認
を
行
う
も
の
で

す
。↗

 

 

 

お弁当の例 

     

多
く
の
地
域
で
、
子
供
た
ち
へ
の
学
習
教
室
を

展
開
し
て
い
る
「
公
文

く

も

ん

」
で
「
脳
の
健
康
教
室
」

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？ 

 

「
脳
の
健
康
教
室
」
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
「
認

知
症
予
防
」
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。
簡
単
な

読
み
書
き
や
計
算
、
教
室
に
関
わ
る
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
脳
の
活
性
化
を
は

か
り
、
楽
し
く
意
欲
的
に
学
習
を
行
い
ま
す
。 

 

「
今
さ
ら
学
習
な
ん
て
…
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
そ
う
で
す
が
、
難
問
を
解
く
よ
う
な
「
脳
ト
レ
」

で
は
な
く
、
学
習
す
る
方
同
士
や
職
員
と
の
間
で

教
材
を
題
材
と
し
て
楽
し
く
会
話
を
交
わ
し
て
、

笑
い
声
が
飛
び
交
う
交
流
の
場
で
す
。 

 

今
、
社
協
の
内
部
で
日
程
等
を
話
し
合
っ
て
お

り
、
４
月
以
降
広
報
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
で

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し

み
に
！ 

 

 

「 
脳
の
健
康
教
室
」 

  
 

 
 

開
講
に
つ
い
て 

 

 

 


